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例会抄録
第 344同千葉医学会例会
第 3回整形外科災害外科例会
昭和 32年 7月 20日(土〉 附属病院屋階大講堂 
1. 内反足の治療，特に徒手矯正法にワいて 〔質問〕 鈴木(次〉教授

富田裕 年令と術後経過の関係はどうか。

先天性内反足は整形外科領域中，比較的多数見ら
〔答〕 青木
年少者の方が，何れの手術法に於いても良好な結れる重要な疾患であるが，私は教室に於ける過去 3 .-
年間の該疾患についての統計的観察を試み，又私共
果を得ている。
自身にてその治療に当った 2，3の例につし、て報告 3. 教室に於ける先股脱の統計的観察，
する。教室に於ける過去 3年間の該疾患々者数は 50 斎 藤 幹
例で，患者総数に対し約 270人に 1人の多きを数え， 昭和 29年教室開設以来，手がけた先股脱患者の
更に先天奇型中では，先股脱，筋性斜頚，兎属及び 遠隔成績について，知り得た統計の一部を報告す
口蓋披裂に次いで第4位を占め，先天奇型児 15人 る。
中1人の割であった。 昭和 29年 7月より昭和 31年 6月迄，全症例数は
治療成績を半年以上経過例， 24例より見れば 254例，非加療例 48例，加療例 206例，観血的治療
「優J7例「良J8例「可J9例で満足すべき結果 例 8例，非観血的治療例 198例，で中，調査例は 83
ではないが，初診時年令の低し、程経過は良好であっ 例 (32.6'%)である。
た。 ι その治療成績は所謂解剖学的治癒と見られる例は 
を示し68.7%少数ではあるが，所謂機能的治癒例は菅固1例について徒手矯正・幹産2私は最近内反足
定を行って良好な結果を得た。勿論治療としてはこ 諸家の成績とほど同様の傾向のある事を認めた。
れのみでは不充分で，ギプス，矯正靴等をも必要 〔質問〕 内田(銚子市〉
とするが，ごく幼時に於ては，充分治療可能なりと i) rローレンツ」第 1肢{立と第2肢{立との治療
の確信を得た。 期間の比較。 
2. 教室に於ける先股脱に対する観血的治療症 ii) 脱臼「ペノLテスJのi発生頻度。
例の検討 〔答〕 石橋 
青木淳 i)第1肢{立に続いて第 2肢位固定例は，教室
の固定期間は約 6ヶ月。第 1肢位のみの固定は約 4
教室創設以来3年間に行った先股脱の観血的治療 ヶ月で，マツサ{ジ等の後療法も，従って短期間と
症例 11例で，所謂観血的整復術 1例，臼霊形成術 4 なっている。 
例， rコロンナj氏関節成形術 5例，転子下骨切術 1 ii) rペノLテス」様菱化は，教室例でも， 38%に
例となっている。各症例について臨床症状， rレj線 観察され，成績判定「良Jの中では，改善{象を認め
的に検討を行ったの術後経過が短いので，各症例に る症例も含まれるのに反し， r不可」では増悪像を
行った手術の結果の可否を論ず、るのは難しいことで 示す症例が多い。 
あるが，一応結果についてのべると，日蓋形成術の
2例は骨頭の消失，股関節の運動制限等を来L，今 4. 脊椎腕突起骨折の 2例 
後猶何等かの処置の必要があるが，他の 9例は予後 井幡宏
良好で，好結果が期待出来る。術後経過観察中のも 第 1例は 39才女， rL2椎弓及び椋突起骨折兼 L3
のが大部分なので，今後検討を加え折を見て発表し 圧迫骨折にて，約 3週間ギブスペット固定後，ギプ
たい。 スコノLセット装着し退院した。経過良好である。
